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 　なお，第 1次的社会化と第 2次的社会化はバーガー＆ルックマンの社会化の定義による［Berger & Luckman 

























































て存在する」［Mead 1934＝ 1973: 262］のであれば，環境は個体との関係づけによって初めて個人
にとって有意になると考えられる。この関係づけを「関心（interest）」と呼ぼう。「関心はあらゆ




































































































は…最初から類型的な世界として経験される」［Schutz 1950　CPⅠ : 281］。そして，「ある対象の
実際の知覚として経験されたものは類型的に知覚された他の類似の対象に転移されるのである」























しないので，個人はどちらかを選ばなければならない。そこで，目下の関心として，　 か 　 のどち
らかの関心を選び，それに対応するどちらかの有意性領域と，そこから導き出されるどちらかの状
況定義を選ばなければならない。
　関心 　 よりも関心 　 が個人にとってより重要である時，これを 　 ＞ 　 と表す事にする。a，A
についても同様である。　 ＞ 　 ならば個人は aという有意性領域における Aという状況定義を選
択し，その状況定義を是とする集団 　 の役割に従って行動する。　 ＜ 　 ならば bという有意性
領域における Bという状況定義を選択し，その Bに対応する集団 　 で期待される役割に従って
行動する。従って，　 ＞ 　 ⇒ a＞ b，a＞ b⇒ A＞ Bであり，この時，個人にとっての準拠集団
は 　 となる。選択の時点において個人にとっての有意性領域が既に序列化されている場合は，a＞






なる集団に所属する時，その中の特定の集団 　  に関して次のように定義しておく。
　　 は特定の目下の関心，x iは個人の有意性システム内でその関心に対応する個人の有意性領域
（これは全体の有意性システムの中で，複数の類型が序列化された有意性システムのサブシステム

































　日常生活における知識は P∨ Qで示される有意性領域によって規定されている。P∧ Q＝φで
あり，よって P∨ Q＝ P＋Qである。P＋Qが日常生活において個人が帰属する n個のすべての集
団に共通する有意性領域であり，ある集団 　  固有の有意性システムの固有な部分は x i－（P＋Q）
＝（p i－P）＋（qi－Q）として個人に認識される。P＋Qはその社会において必要不可欠な価値意

























なく，自然的・物理的事物を社会文化的な事物に変換する低次の間接呈示関係（a presentational references of a 
lower order）」［Schutz 1955, CPⅠ : 341］も至高の現実の中に含まれている。この低次の間接呈示関係とは「文脈











か。個人の有意性システムにおいて各サブシステムの序列が x 1＜ x 2＜ x 3＜…＜ x nならば x 2＜
x 3＜ x 4であり，x n－2＜ x n－1＜ x nでなければ論理的に矛盾する 8）。しかし，全体の序列は不断の流
動の中にあるものとして考えるならば，この序列も動的なものとして考える必要がある。ある時点
での選択肢に対応する有意性のサブシステムの序列が x 3＜ x 2＜ x 4となったとしても，その時に



























どこまで浸透すべきかを決定するのである［Schutz 1953 CPⅠ : 9―10］。
　ここでは選択は二重に行われている。ある状況に対してある関心が顕在化したその時に，その関
















　図 2では個人の有意性システムを，x i（i＝1…n）である有意性のサブシステム x iの n個の総和
と見なしている。個々のサブシステム内の有意性領域には m個の類型が対応しており，これを y j
（ j＝1, 2, …m）と記述する。各サブシステムを横軸に置き，そこに含まれる類型を序列化したもの
を縦軸に置くと，個人の有意性システムは x軸× y軸で構成される座標面にプロットされた n×m
個の類型が序列化された集合体と見なせる。この座標上で類型 R1は座標（x 1, y 1）に位置するが，
この類型 R1は座標（x 3, y 3）に存在する類型 R2と同じ性質の可能性もある。その場合，サブシス
テム x 1及びサブシステム x 3の中で果たすそれぞれの有意性の大きさが異なっている事になり，ど
ちらの類型の位置づけを選択するかは個々のサブシステム間の序列によって決定される（図 2では
x 1と x 3の序列）。これは類型 S1，S2についても同様である。
　状況定義に影響を与える類型において iと jは有意性の正の領域で推移する。i≦ 0の領域ではサ
ブシステム自体が意識に上らないため機能せず，i＞ 0かつ j≦ 0の領域ではそこにある類型が有
意性を持たないため，そこでの類型の序列化はなされず，類型 Tは当該のサブシステムの中で意
識に上る事はない（図 2では x 2において）。しかし，別のサブシステムにおいて類型 Tが j＞ 0に























































自己中心的な見地から解放して関係の体系をうちたてることにある」［Piaget 1947＝ 1967: 307］。
操作的思考の前期である具体的操作において「同じ種類の活動が，なおこの種類に属している第三
の活動の中で合成されるや否や，活動は操作的になる」［Piaget 1940＝ 1968: 68］のである。
　しかし，具体的思考における均衡ではそれが対象の具体的な取り扱いに結びついているため「仮
説演繹的思考」の段階の均衡とは異なる。それは「子どもの思考が実在からはなれる時は，ただ
不在の対象をある程度あざやかなそれらの表象でおきかえるにすぎない」［Piaget 1940＝ 1968: 85］
ものである。「具体的思考は，可能な活動の表象であり，形式的思考は，可能な活動の表象の表象




らの対象を単なる命題によっておきかえること」［Piaget 1940＝ 1968: 86］が可能になる。反省で
きる事で選択した行為の結果からの学習が可能となり，行為の後で自己の有意性システムの新たな


























































して内在化する」［Berger & Luckman 1967(orig. 1966): 134＝ 1977: 227］が，その際に言語が使用
されるならば，それは「観念や分類や関係にかんする完備された対応を個人に伝達する」［Piaget 
1947: 134＝ 1967: 298］ものとなる 10）。
　しかし，「子どもは最初，この観念体系の中から自己に都合のいいものだけをうけとって，子ど
もの精神発達水準をこえているものはみんな堂々と無視してしまう」［Piaget 1947＝ 1967: 299］か
ら，直観的思考の段階では一般的概念を運ぶ筈の単語も個人によって具体的に経験されたものに対
応するにすぎない。つまり「子どもは周囲の知的な影響を自分の見地に解消し，したがってしらず

















































を知覚する機会を与えられている程度」［Merton 1957(orig. 1949): 404＝ 1961: 319］を意味する。
これは「評価し比較する準拠枠として人々が選択する集団の規範や活動に自ら精通しておく特定の







































































































































































［Schutz 1967: 68―69＝ 1980: 130―132］ものである。しかし，「行為は一旦なされてしまえば最初の

































































































1にも，他者 2にも，他者 3にもなり得るのであり，これら 3つの他者からなる同心円構造の中に
入れ子構造として組み込まれている。同様に行為者自身も他者から見ればメッセージ発信者にも，
他者 1，他者 2，他者 3にもなり得る。
　他者 1，他者 2，他者 3は，行為者による状況の定義や理解の前提としての社会的通念を共有し
ており，言語，時間感覚や暗黙の社会的ルールと呼ばれるような日常的な判断停止領域を共有して




















4月～ 2016年 3月）の推定接触者数ではソーシャル・コミュニティ系の Facebookが 20,618千人，
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念図式と見なし，それをシュッツが提示した「有意性システム（a system of relevance）」［Schutz 1953: 9］
として捉え直す。個人における状況定義と行動選択の際の特定の準拠枠の選択プロセスを，個人の内
面の統合的な有意性システム内での選択プロセスと見なす事で，準拠集団理論を個人の主体性の観点
から捉え直す事が可能である。
